
コーナー

「じしんが
おきたら…」

「おすし
だいすき」

子どもが経験すること 5領域保育者の配慮

健康

健康

人間関係

言葉

環境

表現

●避難訓練のたいせつさを
知る。

●地震が起きたらどうする
か考える。

●いつどこで起こるかわからない地震が実際に起きたときに
あわてないよう、しっかりと避難訓練に取り組むことを伝
える。

●地震が起きた状況に合わせた避難方法を伝え、頭を守るこ
とのたいせつさを話す。

●お寿司の材料を知る。

●お寿司をとおして、食材
の変化に興味をもつ。

●丸ごとの魚を切り身にして、お寿司のねたが作られているこ
とを伝える。

●「お寿司を食べたことはある？」「どんなお寿司が好きかな？」
などと尋ね、食べた体験や、ほかにどんなお寿司があるかな
どを話し合う。

例文の画計導指たっかつを本絵

「キンダーブック1」を
保育にご活用ください！

9月号

絵本のおくりもの　2023年9月号

おつきみ　ポン

とんぼの　へんしん

地震が起きたらどうすればよいか確認しましょう。

じしんが　おきたら…

秋の夜、うさぎさんたちが大きな満月のようなホットケーキを用意しまし
た。とろーりとかけたはちみつは、うさぎの形をしています。月の模様がう
さぎに見立てられることや、月見だんごなどにもふれて、お月見に親しみが
もてるように話してみてください。

げんきが だいすき

夜空の月を見て、お月見に関心をもつ
きっかけにします。

お月見の日に雲に隠れているお月様。「ど
うしたら顔を出してくれるかな？」「みん
なだったらどうする？」などと、声をかけ
てからページをめくりましょう。実際に
夜空の月を見上げるきっかけになるとよ
いですね。

秋になるとよく目にするとんぼを観察し
ましょう。

2匹いっしょに飛んでいるとんぼを見て、
「どこに行くのかな？」と問いかけてみま
しょう。とんぼの幼虫のやごは、ふだん目
にするとんぼと姿が違うこと、水中で育
つことに気づくと、おどろきがありそう
です。

避難訓練の放送が聞こえたと
きのみんなのようすに注目し
ます。「おもちゃで遊んでい
るときに、地震がきたらどう
する？」などと尋ねましょう。

にゃんたくんたちの真剣な表情に注目し
ましょう。ふだんからしっかり訓練をし
ていると、実際に避難するときに、あわて
ずに行動できることを伝えましょう。

遊んでいたおもちゃをそのままにしてお
くことに気づかせます。「つかっていた物
は片づけずに、すぐに先生のところへ行く
よ」などと話しましょう。おしゃべりして
いるにゃんたくんとぽんくんに着目し、な
ぜおしゃべりしてはだめなのか､ 意見を発
表してもらってもよいですね。


